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研究組織とプロジェクトの概要 

 
■研究組織 
 

研究代表者 ⽵内 潔 ⼈⽂学部・准教授 

研究分担者 

呉⼈ 恵 ⼈⽂学部・教授 

⼤⻄ 宏治 ⼈⽂学部・准教授 

⼩松 かつ⼦ 和漢医薬学総合研究所・教授 

⾬宮 洋美 経済学部・准教授 

 

 

■プロジェクトの概要 

1)プロジェクトメンバーによる個別研究 

  奄美⼤島、富⼭県における現地調査、モンゴル、シベリア北東部、熱帯アフリカの
資料分析 

2)研究会の開催（2008.12.20、富⼭⼤学⼈⽂学部） 

発表：「いかにしてアーユルヴェーダを現代に活⽤させるのか：⺠族医療の知的潜
在⼒をめぐる⼀考察」 

発表者：加瀬澤雅⼈（京都⼤学東南アジア研究所グローバル COE 研究員） 

コメンテーター：⼩松かつ⼦（富⼭⼤学和漢医薬学総合研究所・教授） 

3)シンポジウムの開催 

公開シンポジウム 「在来の知・技・芸」（2009.2.8、富⼭⼤学⼈⽂学部） 

発表： 

「なぜ＜釣り＞や＜家庭菜園＞は楽しいのか？：⼈間－⾃然関係への新しい⼈類学の視⾓」 

松井健（東京⼤学東洋⽂化研究所教授） 

「グローバル化する先住⺠芸術ーオーストラリア・アボリジニのアート」 

窪⽥幸⼦（広島⼤学総合科学研究科准教授） 
「”豊かな⽼い”を求めて－⽇本とアジアのフィールドの現場から」 

松林公蔵（京都⼤学東南アジア研究所教授） 

コメンテーター：  

鏡森 定信（富⼭⼤学理事・⼤学院医学薬学研究部教授） 

伊藤裕夫（富⼭⼤学芸術⽂化学部教授）  


